
令和７年度多摩イノベーションエコシステム実行委員会（第２回）  

次 第 
日時：令和８年２月９日（月曜日） 
   午後４時１５分より     

 

１ 開会 

２ 委員長挨拶 

３ 議事 

   議案１ 令和８年度事業計画（案）及び収支予算（案）について 

   議案２ 令和８年度多摩イノベーションエコシステム促進事業に 

係る企画運営等業務委託について 

４ その他 

５ 閉会 
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令和８年度多摩イノベーションエコシステム実行委員会 事業計画（案）

多摩地域には、技術力の高い中小企業や大学・研究機関などが集積しており、これらの力を合
わせることで、社会的な課題の解決を実現できる高いポテンシャルを持っている。本実行委員会
では、「多摩地域でのイノベーションエコシステム形成に向けた取組方針」に基づき、地域の
課題解決を図る製品等を生み出すため、多様な主体が交流し連携を強める取組を展開する。
こうした取組により、イノベーションを起こし続ける好循環をつくることで、さらなる地域産

業の活性化を図っていく。

企業等の掘り起こし

新たなプレイヤー発掘のために
企業等へヒアリングを実施

Webサイトを通じた情報発信

多摩地域の企業の魅力や
コミュニティの活動内容等を紹介

リーディングプロジェクトの支援

多摩地域でのイノベーションの成功事例を創出
●１年目︓プロジェクトの検証支援
●２年目︓社会実装に向けた事業計画策定支援
●３年目︓展示会出展支援

新たなビジネス創出の機会の提供

多摩イノベーションコミュニティ

●交流会・ワークショップの実施
●ビジネスアイデア具体化の支援
●技術支援につなぐ取組

多摩地域内外・海外向けPR
地域内外の企業等に本事業をPR
●東京たま未来メッセでのイベント
●区部でのピッチイベント・展示会
●海外展示会出展支援

多摩地域のイノベーション創出に向けた基盤づくり

第１ 事業目的
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１ 実行委員会
年３回（令和８年５月及び令和８年２・３月頃（予定））

２ 実行委員会幹事会
年２回（令和８年５月及び令和８年10月頃（予定））

１ 企業等の掘り起こし
新たなプレイヤー発掘のため、多摩地域内外の企業やSU、大学・大企業等にヒアリング

２ リーディングプロジェクトの支援
社会的課題を重点テーマとして９つ設定（健康・医療、子ども・教育等）。
テーマに沿って企業や大学等が連携して実施する取組を、

多摩地域でのイノベーション創出のアドバルーン（成功事例）となる
「リーディングプロジェクト（LP）」として募集・選定（年間10件程度）。
実証や社会実装に向けた取組を支援

３ 多摩イノベーションコミュニティ
LPに参加した企業や多摩地域の中小企業、SU等を中心にネットワークを拡大し、交流を促進。

新たなビジネスを創出するプラットフォームとして運営。令和７年度からはイノベーション創
出に向け、コミュニティ会員企業の技術的課題への支援も実施
【コミュニティ会員数：３○○件（令和７年１月末時点）】

４ 多摩地域内外・海外向けPR
たま未来・産業フェアの実施や令和７年度からは国際展示会への出展を実施

５ Webサイトを通じた情報発信
本事業や多摩地域の企業等の魅力について、WEBサイト等で発信

第２ 実行委員会

第３ 事業内容
１ 企業等の掘り起こし

新たなプレイヤー発掘のため、多摩地域内外の企業やSU、大学・大企業等にヒアリング
２ リーディングプロジェクトの支援

社会的課題を重点テーマとして９つ設定。テーマに沿って企業や大学等が
連携して実施する取組を､多摩地域でのイノベーション創出のアドバルーン
(成功事例)＝リーディングプロジェクト(LP)として募集･選定(年間10件程度)。
実証や社会実装に向けた取組を支援

３ 多摩イノベーションコミュニティ
多摩地域の中小企業､ＳＵ等を中心にネットワークを拡大し､交流を促進。
新たなビジネスを創出するプラットフォームを運営し､プロジェクト創出
のためのワークショップ等を企画。令和８年度は海外展示会への出展に
あわせ、海外展開への機運醸成のためのワークショップを実施予定
【コミュニティ会員数：４８１件（令和８年１月末時点）】

４ 多摩地域内外・海外向けPR
たま未来･産業フェアの実施や令和８年度からは海外展示会への出展を実施

５ Webサイトを通じた情報発信
本事業や多摩地域の企業等の魅力について、WEBサイト等で発信

令和７年度選定LP

第３回たま未来・産業フェア



第四四半期第三四半期第二四半期第一四半期事業内容

実行委員会、
幹事会

企業等の
掘り起こし

リーディング
プロジェクトの

支援

企業等ヒアリング(年間100件程度)

令和８年度 実施スケジュール（案）

1年目支援
(実証実験)

公募
（10件） ●

決定

別紙

幹事会(第２回)◆
• Ｒ８取組状況報告

◆幹事会(第１回)
• R８取組状況
• R８取組の方向性

★実行委員会（第１回）
• たま未来・産業フェア

委託先決定報告

実行委員会（第２回）★
• 多摩エコ事業委託内容
• R９事業計画、収支予算案

実行委員会（第３回）★
• 協定書案
• 多摩エコ事業委託先決定報告
• たま未来・産業フェア

委託内容
• Ｒ８事業報告案
• Ｒ８収支決算案

2年目支援
(事業計画策定)



第四四半期第三四半期第二四半期第一四半期事業内容

多摩
イノベーション
コミュニティ

多摩地域内外・
海外向けPR

Webサイトを
通じた

情報発信
運営

（リーディングプロジェクト企業同士の対談掲載など）

令和８年度 実施スケジュール（案） 別紙

ワークショップの運営等

ビジネスアイデア具現化支援公募（10件） ●
決定

課題整理、支援策利用検討・申請サポート技術支援対象企業
絞り込み（20件）

●
決定

たま未来・
産業フェア

リーディングプロジェクト3年目企業展示会出展支援

●
決定

公募
（３件）

海外展開
計画策定等支援

海外展示会
出展

区部向け情報発信・住民巻き込み型ビジネス創出イベント

産業交流展
への出展



リーディングプロジェクトの概要

支援の概要
実証実験(１年目)

•実施に係る助言、連携先の
紹介・調整等
•最大500万円の費用支援

事業計画作成(２年目)
•課題整理、計画策定に向けた
助言等
•最大500万円の費用支援

展示会出展(3年目)

•出展前後のPRフォロー
•出展費用の補助

参考資料

支援対象

 社会的な課題や多摩地域の企業の特徴等を
捉え、イノベーション創出に向けた
９つの重点テーマを設定

 これらをテーマに、複数プレイヤーが連携
したプロジェクトを支援

プロジェクト紹介

令和６年度採択 polyfit㈱

令和５年度採択 ㈱イノフィス

子ども・教育

物流・モビリティ

コミュニティ
活性化

安心・安全

環境・エネルギー 健康・医療

観光・レジャー

ビジネスモデル
改革

子ども・教育

物流・モビリティ

人材確保・育成

◆９つの重点テーマ

多摩地域でのイノベーション創出のアドバルーン（成功事例）となるプロジェクトを支援

地域住民及び事業者をスポットで
学校現場に活用するシステム構築
の検証

倉庫・配送業務におけるパワー
アシストスーツを活用した業務負荷
軽減の検証

令和７年度採択 FutuRocket㈱ 安心・安全

AIを搭載した赤外線センサによる
害獣・害虫検知サービスの検証



令和８年度における多摩イノベーションエコシステム促進事業に伴う予算を、下記のとおり編成する。

（収入の部） （単位：円）

(支出の部）

会場借上費

令和８年度多摩イノベーションエコシステム実行委員会　収支予算（案）

記

大科目 内容 金額 備考

負担金収入 東京都からの負担金収入 989,780,000

雑収入 その他の収入 0

計 989,780,000

大科目 中科目 金額 備考

雑支出 0

事業運営費

委託料 984,810,000 事業運営に係る委託費

4,500,000 企画開催に係る会場費

計 989,780,000

10,000 事務局等の旅費、交通費

消耗品費 10,000 事務運営に係る消耗品の経費

役務費

事務局運営費

会議費 50,000 委員会の開催等に係る経費

旅費交通費

400,000 印紙代、振込手数料、その他の経費

資料２－２




